
地
区
計
画
と
市
街
地
整
備

都
市
構
造
と
地
区

　
都
市
計
画
の
主
要
な
目
標
の
ひ
と
つ
は
。
土
地
利
用
、

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
施
設
の
配
置
等
に
よ
っ
て
、

都
市
の
構
造
を
合
理
的
な
有
機
的
構
成
に
つ
く
り
だ
す

こ
と
で
あ
ろ
う
。
都
市
の
構
造
は
、
過
去
か
ら
現
在
に

受
け
継
が
れ
、
ま
た
、
将
来
に
引
き
渡
さ
れ
て
行
く
も

の
で
あ
る
。
過
去
に
お
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
社
会
と

空
間
構
造
が
適
当
に
対
応
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
社
会
の
変
化
や
交
通
手
段
の
発
達
、
都
市
そ
の
も

の
の
成
長
拡
大
等
に
よ
っ
て
、
都
市
の
構
造
が
、
現
代

及
び
将
来
の
要
求
に
見
合
わ
な
く
な
っ
て
く
る
。
当

然
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
よ
う
に
都
市
の

構
造
を
つ
く
り
か
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
、
一
朝
一
タ
に
大
変
革
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
自

ず
か
ら
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
、
着
実
に
変
え
て
行

く
性
格
の
方
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
望
ま
し
い
都
市
形
態
を
実
現
し
て
行
く
た
め
に
は
都

市
の
居
住
環
境
に
も
、
一
定
の
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム

　
（
居
住
環
境
に
あ
る
住
宅
・
道
路
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
等
が
居
住
者
の
日
常
生
活
行
動
、
物
資
の
供
給
・
排

出
等
の
種
々
の
循
環
運
動
を
通
じ
て
相
互
に
う
ま
く
関

連
づ
け
ら
れ
る
状
態
を
つ
く
り
出
す
仕
組
み
）
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
欠
落
し
て
い
る
居
住
環
境

に
、
必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
投
入
し
、
あ
る
い
は
そ
の
シ

ス
テ
ム
が
あ
っ
て
も
そ
れ
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
っ

た
り
、
不
完
全
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

改
善
す
る
こ
と
が
都
市
計
画
の
課
題
と
な
る
。

一
―
都
市
構
造
と
地
区

二
―
計
画
単
位
と
し
て
の
地
区

三
―
計
画
単
位
の
機
能

四
―
機
能
限
定
型
計
画
単
位

五
―
ア
メ
リ
カ
の
都
市
更
新
と
地
区
計
画

六
―
計
画
単
位
と
整
備
単
位

七
―
都
市
計
画
制
度
と
地
区

　
一
方
、
都
市
の
中
に
あ
る
、
あ
る
小
区
域
（
A
r
e
a
以

下
、
地
区
と
呼
ぶ
）
は
、
都
市
の
中
で
一
定
の
場
を
占

有
し
。
都
市
全
休
を
構
成
す
る
部
分
で
あ
る
と
同
時
に
。

都
市
全
休
の
機
能
・
構
造
上
の
あ
る
役
割
を
担
う
。
さ

ら
に
ま
た
、
そ
れ
は
伝
統
的
事
情
や
社
会
的
条
件
、
空

間
形
態
等
の
面
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
独
自
性
（
i
d
e
n
t
i
t
y
)

を
も
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
も
つ
は
ず
の
も
の
で
あ

る
。

　
都
市
全
休
の
マ
ス
ク
ー
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
地

区
を
枠
づ
け
、
そ
れ
を
支
え
る
基
幹
的
骨
組
構
造
の
計

画
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
地
区
に
は
当
然
、
ミ
ク
ロ
な

観
点
に
立
脚
す
る
計
画
の
論
理
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
小
区
域
の
範
囲
で
閉
塞
す
る
計
画
を
つ
く
っ
て
い
け

ば
、
都
市
全
休
の
構
成
は
そ
れ
ら
の
単
な
る
集
合
体
に

特
集
・
地
区
計
画
と
住
民
⑥

日
端
康
雄
〈
東
京
大
学
工
学
部
助
手
〉
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終
わ
っ
て
し
ま
い
、
都
市
全
休
の
有
機
的
で
合
理
的
な

構
造
は
く
ず
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
(
１
)
。
し
た
が

っ
て
、
地
区
の
計
画
と
都
市
全
休
の
計
画
は
、
お
の
お

の
独
自
の
領
域
を
担
う
と
同
時
に
、
計
画
策
定
に
お
い
士

て
は
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
適
正
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
関
係
が
、
空
間
機
能
の
面
に
お
い
て
は
相
互
依
存
関

係
が
、
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

計
画
単
位
と
し
て
の
地
区

　
都
市
の
居
住
環
境
に
一
定
の
合
理
的
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
を
都
市
の
再
構
成
・
再
組
織
化
と
称
す
れ

ば
、
そ
の
試
み
は
、
近
代
都
市
計
画
の
出
発
点
か
ら
み

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
一
貫
し
た
有
力
な
考
え

方
は
、
都
市
の
有
機
的
構
造
を
細
胞
的
組
織
の
結
合
体

と
し
て
認
識
し
、
計
画
概
念
と
し
て
の
近
隣
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
い
っ
た
細
胞
的
単
位
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
り

出
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
２
)
。
ペ
リ
ー
の

近
隣
計
画
論
（
一
九
二
九
年
）
で
は
、
空
間
単
位
の
内

実
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
を
既
存
の
市
街
地
の
再
計
画
に

発
展
的
に
展
開
さ
せ
た
も
の
と
し
て
Ｐ
・
ア
ー
バ
ー
ク

ロ
ン
ビ
ー
＝
Ｊ
・
Ｈ
・
フ
ォ
ー
シ
ョ
ウ
に
よ
る
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
ン
ド
ン
県
計
画
（
C
o
u
n
t
y

o
f
L
o
n
d
o
nP
l
a
n

一
九
四
三
年
）
を
初
期
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と

が
出
来
る
。
勿
論
、
ペ
リ
ー
の
近
隣
計
画
論
の
中
で
も
既

成
の
市
街
地
に
適
用
す
る
検
討
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

市
の
再
組
織
化
に
と
っ
て
、
一
方
的
な
理
論
の
展
開
で

し
か
な
か
っ
た
。

　
近
隣
単
位
（
N
e
i
g
h
b
o
r
h
o
o
d
　
U
n
i
t
）
に
よ
っ
て
都

市
を
再
構
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
狙
い
は
、
基
本
的
な

社
会
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
、
自
動
車
か
ら
安
全
で
、

か
つ
、
居
住
者
の
社
会
的
相
互
作
用
（
社
会
的
結
合
）

が
期
待
さ
れ
て
い
る
、
境
界
の
は
っ
き
り
し
た
。
独
自

性
の
あ
る
居
住
環
境
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
り
出
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
近
隣
単
位
と
は
別
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
計
画
単
位

と
す
る
考
え
方
も
早
く
か
ら
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
ペ
リ

ー
の
近
隣
計
画
論
で
は
、
近
隣
単
位
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

図―1　フォーショウとアーバークロンビーによる

　　　　ロンドン県計画（1943）

近隣単位は，この都市計画を立案するさいの基本的計画単位である。右端のスケッチは，近隣単位の構成を模式

的に示したもので，その左側のスケッチは，この基本的計画をこの都市のある特定地域にあてたものである。
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計
画
単
位
の
機
能

に
は
違
い
な
か
っ
た
し
、
現
在
に
お
い
て
は
近
隣
単
位

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
種
と
す
る
考
え
方
が
妥
当
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
包
括
的
概

念
の
側
の
理
論
で
あ
っ
て
、
地
理
的
空
間
的
計
画
単
位

と
し
て
そ
れ
ら
を
区
分
す
る
意
味
は
、
計
画
単
位
と
し

て
の
役
割
と
効
用
に
基
本
的
な
差
異
を
持
ち
込
む
場
合

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ー
バ
ー
ク
リ
ン
ビ
ー
教
授
の

大
ロ
ン
ド
ン
計
画
（
G
r
e
a
t
e
r

L
o
n
d
o
nP
l
a
n
一
九
四

四
年
）
で
は
、
主
と
し
て
単
位
と
し
て
の
自
足
性
の
面

　
（
事
実
、
こ
こ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
職
場
ま
で
含

ま
れ
る
）
か
ら
、
都
市
を
構
成
す
る
基
本
的
単
位
と
し

て
、
近
隣
単
位
は
不
適
当
で
あ
り
、
近
隣
単
位
が
副
次

的
単
位
と
し
て
い
く
つ
か
（
一
以
上
）
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

さ
れ
、
自
足
性
を
支
え
る
施
設
と
空
地
が
盛
り
込
ま
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
基
本
的
単
位
と
な
っ
て
い
る
(
３
)
。

副
次
的
単
位
の
提
案
は
ア
ー
バ
ー
ク
リ
ン
ビ
ー
の
提
案

以
外
に
も
種
々
の
も
の
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
計
画
単

位
の
段
階
構
成
論
も
最
初
か
ら
み
ら
れ
た
考
え
方
で
あ

っ
た
。

　
都
市
の
あ
り
う
べ
き
有
機
的
構
造
を
細
胞
的
組
織
の

結
合
体
と
す
る
捉
元
方
が
、
都
市
の
居
住
環
境
の
再
構

成
の
唯
一
の
正
当
な
方
法
た
り
う
る
か
ど
う
か
と
い
う

問
題
は
必
ず
し
も
結
論
が
出
て
い
る
と
も
思
え
な
い
。

し
か
し
、
実
際
上
、
こ
れ
に
代
わ
る
有
力
な
考
え
方
が

見
当
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
に
思
え
る
。

ー
が
社
会
的
接
触
の
刺
激
へ
の
決
め
手
た
り
う
る
か
ど

う
か
、
こ
の
種
の
目
標
に
対
す
る
論
争
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
計
画
の
理
想
と
現
実
を
め
ぐ
っ
て
つ
き
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で
は
、
社
会
的
目
標
は
物
的

目
標
を
包
む
霧
の
よ
う
な
も
の
と
い
っ
た
社
会
学
者
の

説
が
、
今
日
で
は
支
配
的
か
も
し
れ
な
い
(
４
)
。

機
能
限
定
型
計
画
単
位

　
近
隣
単
位
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
市
街
地
再
組
織

化
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
方
法
の
要
点
は
、

　
①
再
組
織
化
の
た
め
の
核
（
c
o
r
e
,
c
e
n
t
e
r
）
が
設
定

さ
れ
、
一
般
に
は
小
学
校
・
中
学
校
・
商
業
セ
ン
タ
ー

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
物
が
そ
れ
に
あ
て
ら
れ
る
。

　
②
通
過
交
通
を
排
除
し
、
歩
行
者
優
先
の
環
境
を
つ

く
り
出
す
と
と
も
に
、
主
要
な
施
設
に
は
徒
歩
で
到
達

す
る
（
徒
歩
圏
の
1
/
4
マ
イ
ル
原
則
も
当
初
か
ら
出
し
て

い
る
）
。

　
③
単
位
の
規
模
は
核
を
支
え
る
た
め
の
人
口
に
主
に

支
配
さ
れ
る
。

　
④
社
会
的
・
物
理
的
の
両
面
で
独
自
性
（
i
d
e
n
t
i
t
y
）

が
強
調
さ
れ
、
明
快
な
境
界
が
与
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
の
背
後
に
あ
る
理
念
に

は
、

　
①
居
住
環
境
を
安
全
で
快
適
、
か
つ
能
率
の
良
い
状

態
に
つ
く
り
出
す
だ
け
で
な
く
、

　
②
都
市
の
社
会
的
環
境
改
善
の
た
め
の
目
標
（
た
と

え
ば
共
同
体
感
情
の
醸
成
、
社
会
的
相
互
作
用
へ
の
刺

激
、
社
会
的
均
衡
を
つ
く
り
出
す
等
々
）
が
内
包
さ
れ

る
場
合
が
支
配
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ペ
リ
ー
の
近
隣
単
位
は
、
近
隣
的
社
会
相

互
作
用
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
し
、
商
業
セ
ソ
タ

　
計
画
単
位
に
社
会
的
目
標
を
も
ち
込
む
こ
と
は
、
そ

れ
自
体
う
ま
く
い
け
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
に
違

い
な
い
が
、
目
標
が
包
括
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
異
論

を
生
み
、
主
張
と
反
論
の
渦
が
実
現
へ
の
決
断
を
鈍
ら

せ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
点
で
は
、
目
標
を
フ
ィ
ジ

カ
ル
な
面
に
限
定
し
た
計
画
単
位
に
、
自
動
車
交
通
に

対
処
し
た
一
連
の
も
の
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
歩
車
道

分
離
と
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
を
最
初
に
提
示
し
た

一
九
二
七
年
の
ラ
ド
バ
ー
ン
計
画
は
、
ペ
リ
ー
の
近
隣

計
画
論
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
若
干
異
質
な

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
交
通
専
門
家
に
よ
る

独
自
の
提
案
が
見
逃
せ
な
い
。

　
一
九
四
二
年
イ
ギ
リ
ス
の
Ａ
・
ト
リ
ッ
プ
は
プ
リ
シ

ン
ク
ト
（
生
活
と
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に

は
工
業
・
業
務
・
買
物
・
居
住
を
目
的
と
し
た
中
小
道

路
系
統
を
有
す
る
地
区
）
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。

こ
の
プ
リ
シ
ン
ク
ト
・
プ
ラ
ン
は
「
ラ
ド
バ
ー
ン
型
ス
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な
実
用
性
の
あ
る
物
的
手
段
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
(
５
)
。

ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
英
国
版
」
と
も
い
わ
れ
、
主
要
道

路
へ
の
取
付
け
を
減
ら
し
、
主
要
道
路
に
通
過
交
通
の

機
能
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
一
九
六
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
ー
レ
ポ

ー
ト
で
は
、
環
境
地
区
（
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
　
a
r
e
a
)
（
自

動
車
が
極
度
に
制
限
さ
れ
、
歩
行
者
が
優
先
さ
れ
る
地

区
）
に
よ
っ
て
都
市
を
小
分
割
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
ト
リ
ッ
プ
の
プ
リ
シ
ン
ク
ト
や
ロ

ン
ド
ン
県
計
画
の
近
隣
単
位
と
関
係
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
が
、
自
動
車
交
通
の
急
速
な
増
加
に
対
処
す
る
た

め
に
、
あ
ま
り
に
包
括
的
な
概
念
と
し
て
の
理
想
的
な

目
標
を
狙
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
限
定
し
て
、
よ
り
緊
急

図―２　アルカート・リップによるプリシンクトプラン

ア
メ
リ
カ
の
都
市
更
新
と
地
区
計
画

市街地の現状の道路網：すべてのところに交通の流れがしみ込んでい

る。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
基
本
計
画
の
中
で
そ
れ
を
計

画
単
位
と
し
て
位
置
づ
け
る
プ
ラ
ン
の
例
も
あ
る
。

　
一
九
五
四
年
法
の
フ
ー
カ
ブ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
一

九
五
六
年
法
の
総
合
近
隣
更
新
計
画
（
G
e
n
e
r
a
l

N
e
i
-

g
h
b
o
r
h
o
o
d
　
R
e
n
e
w
a
l

P
l
a
n
)
で
は
そ
の
よ
う
な
地

区
が
計
画
概
念
と
し
て
の
色
相
を
強
め
る
と
同
時
に
、

複
数
の
整
備
手
段
を
総
合
的
に
投
入
す
る
ひ
と
つ
の
区

域
と
し
て
の
性
格
も
同
時
に
与
え
ら
れ
て
い
た
(
６
)
。

　
そ
し
て
、
一
九
五
九
年
法
に
よ
り
、
人
口
５
万
人
以

上
の
自
治
体
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
ｃ
・
Ｒ
・
Ｐ
（
C
o
m
-

m
u
n
i
t
yR
e
n
e
w
a
lP
r
o
g
r
a
m
)
で
は
、
全
市
街
地
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
近
隣
に
区
分
さ
れ
、
地
区
が
、
計
画

整えられた秩序づけで道路網を再編成する：現状の道路を組み替えた

り，新しい道路を付け加えていく。主街路に囲まれた地区は環境保全地

区であって，車の進入は部分部分でしか許されない。

64調査季報57― 78.3

　
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
四
九
年
住
居
法
（
H
o
u
s
i
n
g

a
c
t
）
に
よ
り
、
連
邦
補
助
金
の
対
象
と
な
る
地
区
再

開
発
プ
フ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
市
的
な
視
野
か
ら
位
置
づ

け
、
都
市
計
画
的
役
割
を
担
わ
さ
せ
る
た
め
、
都
市
基

本
計
画
(
U
r
b
a
n
G
e
n
e
r
a
l
P
l
a
n
)
の
策
定
を
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
採
択
の
条
件
と
し
て
自
治
体
に
義
務
づ
け
た
。

ア
メ
リ
カ
の
都
市
で
は
行
政
上
の
区
域
と
し
て
近
隣
や

図―３　Ｃ・ブキャナン等による環境地Eの考え方

五

左図は, いくつかの危険性の高い交差点によって構成された通常の街路

の形態で,右図はそれをプリシンクトの考え方により再構成したもの。
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と
市
街
地
更
新
の
た
め
の
整
備
の
結
節
点
と
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
事
情
は
、
周

知
の
よ
う
に
、
人
種
・
階
層
問
題
を
始
め
と
し
て
複
雑

で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
地
区
は
都
市
を
分
割
し
て
統

治
す
る
と
い
う
管
理
単
位
に
近
い
性
格
を
有
し
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

六

計
画
単
位
と
整
備
単
位

　
近
隣
単
位
に
よ
る
地
区
構
成
を
い
ち
は
や
く
と
り
あ

げ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
が
（
一

九
四
六
年
ダ
ッ
ド
レ
イ
＝
D
u
d
l
e
y
＝
レ
ポ
ー
ト
、
一
九

四
六
年
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
法
）
で
こ
れ
は
周
知
の
よ
う

に
、
新
市
街
地
形
成
（
計
画
開
発
）
の
有
力
な
理
論
と

な
っ
て
、
今
日
で
も
生
き
て
い
る
。
一
般
の
都
市
に
つ

い
て
は
、
一
九
四
七
年
都
市
計
画
法
（
T
o
w
n

a
n
d

C
o
u
n
t
r
yP
l
a
n
n
i
n
g
a
c
t
}
の
開
発
計
画
（
D
e
v
e
l
o
p
-

m
e
n
t
P
l
a
n
）
制
度
に
よ
る
、
タ
ウ
ン
ー
マ
ッ
プ
＝
プ

ロ
グ
ラ
ム
ー
マ
ッ
プ
に
お
け
る
住
宅
地
単
位
(
R
e
s
i
d
-

e
n
t
i
a
l
U
n
i
t
）
が
あ
る
。
）
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
の
表
現
形

式
は
、
大
都
市
と
中
小
都
市
、
あ
る
い
は
、
策
定
の
時
期

に
よ
っ
て
異
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
が
住

宅
地
単
位
を
記
載
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
と
に
は

　
①
グ
ロ
ス
人
口
密
度
と
地
区
面
積
、
つ
ま
り
目
標
年

次
に
対
す
る
人
口
収
容
量
（
定
員
）
が
定
め
ら
れ
て
い

図一４　アメリカ合衆国の典型的なコミュニティ区分の

　　　　例―フィラデルフィア市総合計画（1960）

フィラデルフィア市総合計画一コミュニティ

区分のための基本概念

図―５
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用
計
画
(
F
l
a
c
h
e
n
n
u
t
z
u
n
g
s

p
l
a
n
)
と
、
土
地
利

用
計
画
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
の
地
区
詳
細
計
画

　
(
B
e
b
a
u
u
n
g
s
p
l
a
n
)
の
ふ
た
つ
だ
け
が
法
制
上
の
計

画
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
計
画
単
位
的
な
意
味
で
の
地
区

計
画
は
法
定
計
画
と
し
て
は
な
い
。
大
き
な
町
で
は
市

街
地
を
区
分
し
た
地
区
発
展
計
画
(
S
t
a
d
t
t
e
i
l
e
n
t
w
i
-

k
l
u
n
g
s
p
l
a
n
)
を
策
定
す
る
が
、
こ
れ
は
非
法
定
計
画

で
あ
っ
て
、
行
政
上
の
い
わ
ば
任
意
の
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン

の
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

　
Ｂ
プ
ラ
ン
の
区
域
は
整
備
の
た
め
の
小
区
域
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
地
区
発
展
計
画
の
地
区
に
重
な
り
合
う
こ

と
は
な
い
し
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
偶
然

の
な
せ
る
結
果
で
し
か
な
い
。
Ｂ
プ
ラ
ン
区
域
は
計
画

の
重
要
性
が
集
中
す
る
地
区
に
向
け
ら
れ
、
計
画
へ
の

住
民
参
加
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
住
民
の
合
意
を
合

理
的
に
達
成
す
る
た
め
に
、
相
則
す
る
基
本
的
問
題
を

ひ
と
つ
な
い
し
ふ
た
つ
程
度
に
限
定
し
て
定
ま
る
区
域

で
あ
る
。

る
。

　
②
区
域
の
と
り
方
は
、
ひ
ろ
く
は
近
隣
計
画
論
を
背

景
に
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
小
学
校
単
位
で

な
い
。
区
域
に
小
学
校
を
含
む
も
の
も
あ
れ
ば
含
ま
な

い
も
の
も
あ
る
。

　
こ
れ
を
み
る
と
、
も
は
や
総
合
的
な
機
能
を
課
せ
ら

れ
た
計
画
単
位
で
市
街
地
を
再
構
成
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
市
街
地
の
整
備
や
計
画
管
理
の
単
位
地
区
と
し
て

の
性
格
が
前
面
に
出
て
い
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
四
七
年
法
は
同
時
に
実
に
キ
メ
の
細
か
い
開
発
規

制
方
式
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
物
的
環
境

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
必
ず
し
も
計
画
単
位
を
、
そ
れ
ほ

ど
は
っ
き
り
と
介
在
さ
せ
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
思
わ

せ
る
。

　
一
九
六
八
年
の
改
正
都
市
計
画
法
は
、
従
来
の
開
発

計
画
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
改
革
し
て
、
都
市
基
本
計

画
（
S
t
r
u
c
t
u
r
e
P
l
a
n
）
と
地
区
計
画
（
L
o
c
a
l
）
の

二
段
階
構
成
と
し
た
が
、
そ
こ
で
も
計
画
単
位
で
市
街

地
を
蔽
う
考
え
方
は
強
く
な
い
。
都
市
基
本
計
画
で

は
、
全
域
を
小
区
域
（
S
u
b
-
a
r
e
a
s
）
に
分
割
す
る
こ

と
は
必
要
に
お
い
て
や
れ
ば
良
い
程
度
に
扱
わ
れ
て
い

る
(
７
)
。
ま
た
一
方
、
地
区
計
画
は
、
事
業
や
特
定
の
課

題
あ
る
い
は
計
画
の
重
要
性
が
集
中
す
る
区
域
に
選
択

的
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
西
独
で
は
一
九
六
〇
年
の
連
邦
建
設
法
（
＝
都
市
計

画
法
）
に
よ
り
市
町
村
の
全
域
を
対
象
と
す
る
土
地
利

　
計
画
単
位
と
し
て
の
地
区
と
、
整
備
単
位
と
し
て
の

地
区
は
本
来
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
計
画
単
位
と
し
て

の
地
区
は
、
い
わ
ば
、
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
を
内
包
す

る
区
域
で
あ
る
が
、
整
備
単
位
地
区
は
、
む
し
ろ
、
整

備
手
法
の
側
の
論
理
か
ら
、
そ
の
空
間
的
拡
が
り
が
規

定
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
そ
の
拡

が
り
は
整
備
手
法
そ
の
も
の
の
内
容
に
よ
っ
て
、
大
き

く
も
小
さ
く
も
な
り
う
る
し
、
ま
た
、
単
一
の
手
法
だ

け
で
な
く
、
複
数
の
手
法
を
適
用
で
き
る
場
合
も
十
分

あ
り
う
る
。

　
整
備
単
位
は
、
整
備
側
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
西
ド

イ
ツ
の
Ｂ
プ
ラ
ン
の
よ
う
に
、
住
民
と
の
合
意
形
成

　
（
住
民
参
加
）
を
基
軸
に
し
て
定
ま
る
の
が
合
理
的
で

あ
ろ
う
。
そ
の
範
囲
に
計
画
と
し
て
の
合
理
的
な
シ
ス
。

テ
ム
な
り
、
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
持
ち
込
む
の
は
必
ず
し

も
能
率
的
と
は
い
え
な
い
。

　
計
画
単
位
と
整
備
単
位
を
地
理
的
に
一
致
さ
せ
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
整
備
の
原
則
か
ら
規
定
さ
れ
る
区
域

を
計
画
上
、
意
味
の
あ
る
区
域
（
＝
計
画
上
、
意
味
の

あ
る
シ
ス
テ
ム
な
り
、
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
抱
き
込
む
区

域
）
に
押
し
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
方
向
を
狙
う
の
は
、
都
市
の
成
長
発
展
や
変
動

が
著
し
く
、
同
時
に
、
都
市
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段

が
高
度
に
発
展
し
て
い
な
い
場
合
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

例
え
ば
、
我
が
国
の
各
種
の
制
度
的
整
備
手
法
が
、
お

お
む
ね
面
積
的
規
模
下
限
を
設
け
て
い
る
の
は
、
そ
れ

ら
が
同
時
に
計
画
単
位
、
な
い
し
は
そ
れ
に
近
い
も
の

と
し
て
め
機
能
を
も
な
ん
と
か
担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
も
お
お
む
ね
こ
の
考
え
方
に
近

い
場
合
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
Ｐ
Ｕ
Ｄ
や
ク
ラ
ス

都
市
計
画
制
度
と
地
区

七
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タ
ム
ア
イ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
は
、
開
発
単
位
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
れ
自
体
が
都
市
の
計
画
で
有
意
味
な
総
合
的

単
位
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
既
成
市
街
地
の

計
画
単
位
は
、
複
数
の
整
備
手
法
を
投
入
し
な
が
ら

も
、
一
個
の
整
備
単
位
と
し
て
の
機
能
づ
け
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
整
備
方
策
の
同
質
性
が
、
同
時
に

計
画
単
位
と
な
り
う
る
の
は
、
市
街
地
の
独
特
な
空
間

的
社
会
的
条
件
が
効
い
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

　
一
方
、
現
在
の
西
ド
イ
ツ
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

全
市
的
計
画
に
お
い
て
計
画
単
位
と
い
う
考
え
方
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
全
市
的
レ
ベ
ル
の
計
画
は
、
多

少
異
常
と
も
思
え
る
ぐ
ら
い
の
詳
細
さ
で
表
現
さ
れ
る

土
地
利
用
計
画
一
本
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
、
整
備
側

の
論
理
で
規
定
さ
れ
る
小
区
域
を
蔽
う
Ｂ
プ
ラ
ン
に
も

と
づ
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
プ
ラ
ン
に
、
計

画
の
あ
る
種
の
シ
ス
テ
ム
な
り
、
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
抱

き
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
整
備
に
と
っ
て
は
、

足
か
せ
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
貫
徹
で
き
る
の
は
、
当

然
幅
広
い
背
景
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
も
、

ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
現
在
で
は
支
配
的
に
な

っ
て
い
る
と
み
れ
よ
う
。

　
（
本
稿
の
一
部
は
、
雑
誌
、
『
建
築
文
化
』
一
九
七
六

年
五
月
号
所
収
の
拙
稿
「
地
域
を
再
構
成
す
る
」
か
ら

転
載
し
た
。
転
載
に
際
し
て
、
加
筆
修
正
を
加
え
て
い

る
。
）

　
注
・
(
１
)
石
田
頼
房
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ

　
　
い
て
」
『
続
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
読
本
』
地
方
自
治
制
度
研
究

　
　
会
　
昭
和
五
十
年
三
月

　
(
２
)
都
市
を
細
胞
的
に
認
識
す
る
考
え
方
は
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・

　
　
ゲ
デ
ス
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
計
画
提
案
と
し

　
　
て
は
、
ト
ー
マ
ス
ー
ア
ダ
ム
ス
　
（
D
e
s
i
g
n
o
f
r
e
s
i
d
e
n
-

　
　
t
i
a
l
a
r
e
a
　
一
九
四
三
年
）
や
、
Ｅ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
（
T
h
e

　
　
c
i
t
y
-
i
t
s

g
r
o
w
t
h
,

i
t
sd
e
c
a
y
,

i
t
sf
u
t
u
r
e
　
一
九
四
三

　
　
年
）
、
ｓ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
＝
Ａ
・
ラ
バ
ッ
ク
(
N
e
w
　
c
i
t
y

　
　
p
a
t
t
e
r
n
s
　
一
九
四
八
年
）
等
に
も
み
ら
れ
る
。

　
(
３
)
p
.
A
b
e
r
c
r
o
m
b
i
e
.

G
r
e
a
t
e
r
L
o
n
d
o
np
l
a
n
,
　
1
9
4
4

　
　
c
h
a
p
.
8
C
o
m
m
u
n
i
t
y
P
l
a
n
n
i
n
g

;
S
t
a
n
d
a
r
d
s

　
(
４
)
い
わ
ゆ
る
初
期
の
近
隣
計
画
論
争
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

　
　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
等
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
都
市
の
細

　
　
胞
的
区
分
が
社
会
的
一
体
性
と
重
な
り
合
わ
な
い
と
い
う

　
　
存
在
事
実
を
背
景
に
し
て
、
期
待
概
念
と
し
て
の
計
画
単

　
　
位
の
社
会
的
意
義
を
論
難
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
近
の

　
　
一
部
の
社
会
学
者
の
間
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
行
動
・

　
　
運
動
と
し
て
捉
え
、
社
会
実
践
が
計
画
の
目
標
の
実
現
の

　
一
部
を
担
う
と
い
う
意
味
で
、
発
展
的
に
考
え
ら
れ
て
い

　
る
様
相
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

(
５
)
ジ
ョ
ン
・
テ
ト
ロ
ー
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ゴ
ス
共
著
　
伊
藤

　
滋
＝
よ
し
子
共
訳
『
都
市
計
画
概
説
』
　
"
H
o
m
e
s
,

T
o
w

　
n
s
a
n
d
T
r
a
f
f
i
c
"
鹿
島
出
版
会
　
昭
和
五
十
年
七
月

　
ち
な
み
に
、
昭
和
五
十
年
よ
り
予
算
化
さ
れ
た
建
設
省
都

　
市
局
の
居
住
環
境
整
備
事
業
は
、
プ
リ
シ
ン
ク
ト
プ
ラ
ン

　
や
環
境
地
区
の
考
え
方
と
驚
く
ほ
ど
共
通
し
て
い
る
。
し

　
か
し
、
日
本
の
市
街
地
の
街
路
網
の
構
成
や
街
路
空
間
量

　
が
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
そ
っ
く
り
受
け
入
れ
る
基
盤
と

　
し
て
適
当
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
地
区
の
主
体

　
で
あ
る
住
民
と
の
関
係
で
、
そ
の
計
画
と
事
業
の
プ
ロ
セ

　
ス
に
ど
の
よ
う
な
合
理
的
仕
組
が
組
み
込
ま
れ
う
る
の

　
か
、
が
こ
の
事
業
の
定
着
し
う
る
た
め
の
基
本
的
課
題
で

　
あ
る
と
同
時
に
前
提
で
あ
る
と
思
う
。

(
６
)
例
え
ば
、
Ｇ
・
Ｎ
・
Ｒ
・
Ｐ
は
単
一
の
再
開
発
地
区
よ
り

　
大
き
く
、
単
一
の
事
業
で
は
対
処
し
え
な
い
広
域
の
不
良

　
衰
退
地
区
で
あ
る
と
と
も
に
、
利
用
可
能
な
資
金
で
、
遅

　
く
と
も
八
年
以
内
に
す
べ
て
の
事
業
が
着
手
さ
れ
う
る
規

　
模
の
区
域
を
対
象
と
し
た
。

(
７
)
D
O
E
,
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

p
l
a
n
s
m
a
n
u
a
lo
n
f
o
r
ma
n
d

　
c
o
n
t
e
n
t
1
9
7
0p
.
p
.
3
O
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